
「
受
領
層
」
に
つ
い
て
（
二
）

寺
　
内

止
口
、
》
∫
し

二
　
受
領
と
摂
関
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）

　
平
安
時
代
の
受
領
の
属
性
の
↓
つ
と
し
て
摂
関
家
な
ど
高
級
貴
族
へ
の
従
属
・
奉
仕
が
よ
く
あ
げ
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
受
領
が
摂
関

家
な
ど
高
級
貴
族
に
仕
え
、
受
領
に
補
任
さ
れ
る
見
返
り
に
本
主
に
対
し
て
経
済
的
奉
仕
を
行
っ
て
い
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
収
入
の

多
い
大
国
・
異
国
に
補
任
さ
れ
る
か
わ
り
に
経
済
的
奉
仕
を
盛
ん
に
行
っ
て
い
た
摂
関
家
家
司
受
領
や
院
司
受
領
は
そ
の
典
型
で
あ
る
。

し
か
し
、
す
べ
て
の
受
領
が
摂
関
家
な
ど
高
級
貴
族
に
従
属
・
奉
仕
し
て
い
た
か
ど
う
か
は
改
め
て
の
検
討
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
本
章
で

は
摂
関
期
を
中
心
に
こ
の
問
題
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
ま
た
同
じ
受
領
で
も
、
本
主
の
有
無
、
本
主
の
違
い
に
よ
っ
て
任
国
か
ら
の

収
入
が
ど
の
よ
う
に
違
っ
て
い
た
か
に
つ
い
て
も
考
察
を
行
い
た
い
。

　
摂
関
期
の
検
討
に
入
る
前
に
、
そ
れ
以
前
に
お
い
て
受
領
に
は
ど
の
よ
う
な
者
が
任
じ
ら
れ
て
い
た
か
を
み
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

　
】
○
世
紀
の
受
領
任
用
者
に
は
新
見
と
旧
吏
の
二
つ
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
新
叙
は
蔵
入
・
式
部
丞
・
民
部
丞
・
外
記
・

野
史
・
検
非
違
使
な
ど
を
経
て
叙
爵
さ
れ
た
者
が
受
領
に
任
用
さ
れ
る
も
の
、
旧
態
は
公
文
勘
済
を
し
た
受
領
が
再
任
さ
れ
る
も
の
で
あ

（
3
3
）
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
言
及
さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
の
他
に
「
有
労
諸
司
」
の
者
が
受
領
に
任
用
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
「
有
労

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
4
）

諸
司
」
か
ら
の
受
領
任
用
は
、
天
元
二
年
（
九
七
九
）
七
月
二
二
日
の
平
兼
盛
等
奏
状
に
み
え
る
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
引
用
さ
れ
て
い

る
康
保
四
年
（
九
六
七
）
の
有
体
諸
司
の
連
署
申
請
挙
状
に
は
、
「
謹
検
二
案
内
一
、
辛
労
諸
司
、
．
遷
コ
任
受
領
一
之
例
、
其
来
尚
　
、
軍
国

六
九



七
〇

年
之
間
、
拝
除
如
レ
忘
、
縦
跡
急
心
」
と
あ
り
、
「
有
労
諸
司
」
か
ら
受
領
へ
の
選
任
は
長
年
に
わ
た
っ
て
続
い
て
い
た
が
、
最
近
は
衰
退

気
味
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
「
蔵
人
・
外
記
・
官
私
・
式
部
・
民
部
・
大
蔵
丞
・
織
部
正
・
検
非
違
使
等
、
皆
有
二
年
限
一
、
置
引

任
受
領
一
、
裳
諸
司
積
レ
歳
、
採
用
無
レ
期
」
と
あ
っ
て
、
直
叙
に
比
べ
る
と
「
無
二
諸
司
」
か
ら
の
採
用
は
少
な
く
な
っ
た
と
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
一
〇
世
紀
後
半
に
な
る
と
あ
ま
り
み
ら
れ
な
く
な
っ
た
よ
う
だ
が
、
か
つ
て
は
芸
態
・
旧
吏
と
は
別
に
「
有
労
諸
司
」
あ

る
い
は
「
有
労
恪
勤
諸
司
」
か
ら
の
受
領
補
任
が
な
さ
れ
て
い
た
。
「
心
労
諸
司
」
が
且
下
甑
的
に
い
か
な
る
ポ
ス
ト
か
定
か
で
は
な
い
が
、

先
の
康
保
四
年
の
有
労
諸
司
挙
状
に
よ
り
黒
黒
頭
橘
朝
臣
忠
信
が
加
賀
守
に
、
掃
部
頭
橘
朝
臣
高
臣
が
阿
波
守
に
任
じ
ら
れ
た
と
あ
る
の

で
、
縫
乱
頭
や
掃
部
頭
が
そ
れ
に
あ
た
る
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
奏
状
を
出
し
た
平
兼
盛
も
翌
月
に
大
監
物
か
ら
駿
河
守
に
遷
任
し
て
い
る

の
で
大
監
物
も
「
有
労
諸
司
」
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。
こ
の
ほ
か
一
〇
世
紀
は
じ
め
頃
の
受
領
の
経
歴
を
み
て
み
る
と
、
新
叙
・
賎
吏
の
ど

ち
ら
に
も
あ
て
は
ま
ら
な
い
事
例
が
み
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
藤
原
忠
行
は
土
佐
橡
、
掃
部
助
に
任
じ
ら
れ
た
後
叙
爵
さ
れ
、
散
位
頭
を

九
年
つ
と
め
た
の
ち
遠
江
守
に
な
り
、
源
当
千
は
太
皇
太
后
宮
少
進
補
任
後
叙
爵
さ
れ
、
大
蔵
少
輔
を
三
年
、
渋
墨
頭
を
一
年
つ
と
め
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）

の
ち
摂
津
守
に
な
っ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
は
こ
れ
ら
も
「
有
配
諸
司
」
か
ら
の
受
領
補
任
で
あ
り
、
散
位
頭
、
縫
殿
頭
が
「
有
海
諸
司
」

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
一
〇
世
紀
前
半
の
受
領
は
新
誌
、
旧
吏
、
そ
し
て
徐
々
に
数
は
少
な
く
な
る
が
「
有
畜
諸
司
」
の
三
つ
か
ら
だ
い
た
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
6
）

任
用
さ
れ
て
い
た
。
天
延
二
年
（
九
七
四
）
の
藤
原
指
揮
権
の
奏
状
は
受
領
任
用
に
あ
た
っ
て
は
上
士
と
新
叙
を
半
々
に
す
る
よ
う
求
め

た
も
の
だ
が
、
そ
こ
で
は
「
新
尊
卑
輩
、
望
二
藍
職
　
者
八
人
、
去
任
之
吏
、
弥
被
二
抑
遇
　
、
若
毎
年
先
尽
二
等
叙
一
、
其
余
纏
及
二
面
吏
一
」

と
い
う
よ
う
に
新
叙
か
ら
の
任
用
が
多
い
の
で
旧
吏
が
圧
迫
を
受
け
て
い
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
先
の
天
元
二
年
の
平
兼
盛
等
奏
状
で
は

「
三
型
二
曲
レ
此
之
世
一
、
被
レ
拝
二
毎
度
之
閾
一
、
有
戸
諸
司
、
争
得
レ
君
上
其
身
こ
と
い
う
よ
う
に
青
笹
や
旧
吏
ば
か
り
が
任
用
さ
れ
る
と

「
有
労
諸
司
」
か
ら
受
領
に
な
れ
な
い
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
当
時
受
領
に
な
っ
て
い
た
も
の
と
し
て
こ
れ
ら
の
史
料
に
み
え
る
の
は



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
7
）

新
叙
、
旧
吏
、
さ
ら
に
「
有
業
諸
司
」
の
み
で
あ
り
、
他
の
も
の
は
み
え
な
い
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
ら
の
史
料
は
一
〇
世
紀
後
半
の
も
の
だ

が
、
一
〇
世
紀
前
半
も
同
様
の
状
況
で
あ
っ
た
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
一
〇
世
紀
前
半
に
は
こ
の
他
院
分
に
よ
る
受
領
任
用
な
ど
も
あ

　
（
3
8
）

る
が
、
主
な
も
の
は
新
叙
、
旧
吏
、
「
有
労
諸
司
」
の
三
つ
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
摂
関
期
に
な
る
と
こ
う
し
た
受
領
任
用
の
あ
り
方
が
変
化
す
る
。
主
な
要
因
の
一
つ
は
高
級
貴
族
関
係
者
の
任
用
の
増
加
、
も
う
一
つ

は
成
功
に
よ
る
任
用
の
増
加
で
あ
る
。
前
者
は
摂
関
家
家
司
な
ど
高
級
貴
族
関
係
者
が
経
歴
や
酒
中
の
成
績
に
関
係
な
く
恣
意
的
に
受
領

に
任
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
後
者
の
成
功
は
い
う
ま
で
も
な
く
私
富
の
献
納
に
よ
り
受
領
に
任
じ
ら
れ
る
も
の
で
、
一
〇
世
紀
後
期
以

降
受
領
が
大
量
の
豊
富
を
蓄
積
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
は
じ
ま
る
。
た
だ
、
成
功
を
行
う
た
め
に
は
収
入
の
多
い
国
に
任
じ
ら

れ
る
必
要
が
あ
っ
た
の
だ
が
、
そ
う
し
た
国
に
は
高
級
貴
族
関
係
者
が
多
く
任
じ
ら
れ
て
い
た
。
従
っ
て
、
実
際
に
は
成
功
に
よ
っ
て
受

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
9
）

領
に
な
っ
た
者
の
多
く
が
高
級
貴
族
関
係
者
で
あ
っ
た
。

　
こ
う
し
た
高
級
貴
族
関
係
者
の
増
加
に
よ
り
摂
関
期
に
な
る
と
新
叙
や
一
般
の
黙
思
の
者
は
次
第
に
受
領
に
任
用
さ
れ
に
く
く
な
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
0
）

た
。
新
叙
は
こ
れ
ま
で
叙
爵
後
ま
も
な
く
受
領
に
任
じ
ら
れ
て
い
た
の
だ
が
、
次
第
に
受
領
任
用
ま
で
の
期
問
が
長
く
な
っ
た
。
旧
吏
は

受
領
功
過
定
に
よ
っ
て
任
中
の
成
績
が
審
査
さ
れ
、
そ
の
結
果
に
応
じ
て
再
任
さ
れ
る
の
が
原
則
で
あ
っ
た
が
、
受
領
功
過
定
に
摂
関
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
1
）

な
ど
高
級
貴
族
が
介
入
し
、
高
級
貴
族
関
係
者
に
有
利
な
判
定
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
再
任
に
あ
た
っ
て
は
単
に
公
文
勘
済

を
す
る
だ
け
で
な
く
、
い
か
に
早
く
公
文
を
勘
済
し
た
か
、
公
文
勘
済
の
他
に
ど
れ
だ
け
多
く
の
労
功
が
あ
る
か
な
ど
が
問
題
と
さ
れ
る

よ
う
に
な
る
の
だ
が
、
別
功
を
有
す
る
た
め
に
は
収
入
の
多
い
国
に
任
用
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
の
で
、
や
は
り
高
級
貴
族
関
係
者
が
有
利

で
あ
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
摂
関
期
に
な
る
と
摂
関
家
な
ど
高
級
貴
族
関
係
者
が
数
多
く
受
領
に
任
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
だ
が
、
も
ち
ろ
ん
高
級

貴
族
関
係
者
で
な
い
と
受
領
に
な
れ
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
新
叙
は
叙
爵
後
の
待
機
期
間
が
長
く
な
っ
た
と
は
い
え
蔵
人
以
下
の
ポ

「
受
領
層
」
に
つ
い
て
（
二
）

七
一



七
二

ス
ト
か
ら
の
受
領
任
用
は
続
い
て
い
る
。
旧
吏
の
場
合
も
受
領
功
過
定
は
高
級
貴
族
関
係
者
に
有
利
に
運
用
さ
れ
た
が
、
一
般
の
受
領
が

全
く
再
任
さ
れ
な
く
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
全
体
的
に
み
れ
ば
当
時
の
受
領
に
は
や
は
り
高
級
貴
族
闘
乱
者
が
多
か
っ
た
よ

う
で
あ
る
。
第
3
表
は
万
寿
二
年
（
一
〇
二
五
）
の
諸
国
受
領
一
覧
で
あ
る
。
高
級
貴
族
と
関
係
が
あ
る
場
合
は
備
考
欄
に
そ
の
内
容
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
2
＞

記
し
た
。
こ
の
表
に
よ
る
と
万
寿
二
年
は
六
八
か
国
の
う
ち
四
七
か
国
の
受
領
の
氏
名
が
確
認
あ
る
い
は
推
定
で
き
る
が
、
そ
の
う
ち
四

五
人
が
高
級
貴
族
関
係
者
で
あ
る
。
高
級
貴
族
と
の
関
係
は
、
藤
原
公
業
の
よ
う
に
親
子
二
代
に
わ
た
っ
て
摂
関
家
に
仕
え
た
者
か
ら
藤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
3
）

原
保
昌
の
よ
う
に
道
長
と
古
墨
の
両
方
の
家
司
・
家
人
に
な
っ
て
い
た
者
ま
で
そ
の
形
態
・
内
容
は
さ
ま
ざ
ま
だ
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
ほ

と
ん
ど
の
受
領
が
高
級
貴
族
と
関
係
を
有
し
て
い
た
。
も
っ
と
も
、
二
一
か
国
の
受
領
名
は
不
明
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
国
々
は
ど
ち
ら
か

と
い
え
ば
収
入
の
少
な
い
国
が
多
い
の
で
、
次
に
述
べ
る
よ
う
に
高
級
貴
族
関
係
者
は
あ
ま
り
多
く
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ

で
も
少
な
く
と
も
諸
国
受
領
の
三
分
の
二
以
上
は
高
級
貴
族
関
係
者
で
あ
っ
た
と
み
て
間
違
い
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
さ
て
、
一
〇
世
紀
後
期
以
降
受
領
に
な
っ
た
者
は
任
国
か
ら
多
く
の
収
入
を
得
る
よ
う
に
な
る
が
、
任
国
に
よ
っ
て
そ
の
収
入
は
辛
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
4
＞

く
異
な
っ
て
い
た
。
従
っ
て
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
収
入
の
多
い
国
は
高
級
貴
族
に
仕
え
る
受
領
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
た
。
逆
に
、

新
叙
な
ど
一
般
の
受
領
に
は
収
入
の
少
な
い
国
し
か
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
す
で
に
玉
井
華
氏
が
「
外
記
補
任
」

に
載
せ
ら
れ
て
い
る
外
記
巡
に
よ
る
任
国
を
調
査
し
、
寛
平
末
年
～
応
和
年
間
（
九
六
一
－
九
六
四
）
と
そ
れ
以
後
寛
弘
九
年
（
一
〇
一

二
）
ま
で
と
を
比
較
検
討
し
て
、
後
者
の
時
期
に
な
る
と
外
記
は
収
入
の
よ
い
国
に
は
あ
ま
り
補
任
さ
れ
な
く
な
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て

　
（
4
5
）
い
る
。
基
本
的
に
支
持
す
べ
き
見
解
だ
が
、
同
じ
く
「
外
記
補
任
」
を
用
い
て
こ
の
点
に
つ
い
て
も
う
少
し
詳
し
く
み
て
み
た
い
と
思
う
。

　
第
4
表
は
＾
「
外
記
補
任
」
に
み
え
る
外
記
巡
に
よ
る
受
領
補
任
者
数
を
一
〇
世
紀
前
・
中
・
後
期
と
一
一
世
紀
の
四
時
期
に
分
け
、
さ

ら
に
受
領
収
入
の
多
寡
を
み
る
た
め
任
国
を
A
～
F
の
国
別
ラ
ン
ク
に
あ
て
は
め
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
A
～
F
は
受
領
収
入
の
多
少

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
6
）

に
よ
っ
て
諸
国
を
ラ
ン
キ
ン
グ
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
一
〇
世
紀
の
前
期
は
ラ
ン
ク
問
の
差
は
あ
ま
り
な
い
が
、
中
期
に
な



「
受
領
層
」
に
つ
い
て
（
二
）

七
一

第3表　万寿2年の諸国受領

国　名 氏　名 備　　　考

山　城 橘　　　内　位 実資家人

大　和 藤　原　保　昌 道長家司、実資家人

河　内 善　滋　為　政 実資家人

和　泉 藤　原　章　信 道長近習

摂　津 源　　　懐　信 実資家人

伊賀 藤　原　親　光 毒煙親王御弾、実資が火事見舞い

伊　勢 『

志　摩 一

尾　張 源　　　則　理 道長・実資に罷申、実資に志

参河 大　江定　経 後一条乳母子、実資に志

遠　江 源　　　安　道 実資に罷申

駿　河 一

伊　豆 一

甲　斐 藤　原　公　業 頼通職事、実資に罷申・志

相　模 一

武　蔵 一

安　房 一

上　総 県犬養為政 実資に献馬

下　総 藤　原　如　信 実資に車馬

常　陸 藤　原　信　通 実資に献馬

齢　江 源　　　済　政 道長近習

美　濃 藤　原　頼　明 上東門院別当、実資に罷申・志

飛　騨 一

信　濃 大　江保　資 道長家車

上　野 藤　原　家　業 実資に献物

下　野 藤　原　善　政 実資に罷申

陸　奥 平　　　孝　義 実資に献物

出　羽 多　米　国　隆

若　狭 中　原　師　光 実費家司

越　前 一

加　賀 但　直情　親 道長近習

能　登 一

越　中 橘　　　輔　政 実資家人

越　後 藤　原　隆　佐 頼通家司、実資に罷申・志



国　名 氏名 備　　考

佐　渡 一

丹　波 源　　　経　頼 実資に罷申・志、倫子甥

丹　後 源　　　親　方 実資に志

但　馬 藤　原　実　経 　　　　　　　　　　　　　一ﾀ資に志、行成男

因　幡 源　　　道　成 道長に罷申・献馬、実資に志

伯　誉 藤　原　範　永 頼通家司、実資に罷申

出　雲 橘　　　孝　親 実資家司

石　見 一

隠　岐 　

播　磨 藤　原　泰　通 道長家里

美　作 源　　　保　任 道長に献馬、実資に志

備　前 源　　　経　相 実資に志、道長に非時奉仕

備　中 源　　　行　任

　　　　　　　　　　　　　1上東門院別当、実資・道長に罷申　　　　　　　　　　　　　一

　
備
　
後
皿 橘　　　義　通 頼通職事

安　芸 藤　原　頼　宣 実資前駆

周　防 橘　　　俊　遠 藤原隆家家司、実資に志

長　門 　

紀　伊 藤　原　貞　光 実資家人

淡　路 菅　野　敦　頼 鐘撞家人

阿　波 藤　原　義　忠 実資に罷申・志、東宮学士

讃　岐 源　　　長　経 実資に罷申・志

伊　予 藤　原　済　家 道長家司、実資に罷申
　
土
　
佐
　 小　野　文　義 実資に志

た々　　　一層

ｧ　　剛 高　階　成　順 　　　　　　　　　　　　　一ﾀ資に罷申・志

筑　後 菅　野　実　国 三条院司、源隆国家司

　豊　　4ム
@
豆
．
　
剛
　 一

豊　後 一

一

図　前 一

肥　後 藤　原　致　光 実資に罷申・志

田　向 一

大　隅 一

薩　摩 一
1

壱　岐 藤　原　行　範

対　馬 一

七
四



第4表外記巡の国別ランク

901－933 934－966 967－1000 1001－1012

A 2 4 0 0

B 6 2 1 0

C 3 3 1 1

D 4 1 4 0

E 4 1 3 1

F 3 12 11 7

計 22 23 20 9

「
受
領
層
」
に
つ
い
て
（
二
）

る
と
受
領
収
入
が
最
も
少
な
い
F
ラ
ン
ク
の
国
が
増
え
、
後
期
以
降
は
A
～
C
ラ
ン
ク

の
国
が
ほ
と
ん
ど
み
え
な
く
な
り
、
ほ
と
ん
ど
が
F
ラ
ン
ク
の
国
と
な
る
。
こ
の
よ
う

に
一
〇
世
紀
中
期
以
降
外
記
巡
は
受
領
収
入
の
多
い
国
に
は
任
用
さ
れ
な
く
な
る
の
で

（
4
7
×
4
8
）

あ
る
。

　
摂
関
期
の
受
領
の
大
半
は
高
級
貴
族
関
係
者
で
あ
り
、
し
か
も
彼
ら
は
受
領
収
入
の

多
い
国
に
任
じ
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
同
じ
受
領
で
も
摂
関
家
に
仕
え
て
い
た
受
領

と
そ
れ
以
外
の
高
級
貴
族
に
仕
え
て
い
た
受
領
と
の
間
に
は
任
国
の
収
入
面
で
格
差
が

あ
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
藤
原
道
長
と
藤
原
実
寸
に
仕
え
て
い
た
受
領
を
と
り
あ
げ

み
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

　
第
5
表
は
、
A
、
B
ラ
ン
ク
の
国
に
お
い
て
道
長
関
係
者
と
実
資
関
係
者
が
受
領
と

し
て
何
人
み
え
る
か
を
調
べ
た
も
の
で
あ
る
。
期
間
は
道
長
が
内
覧
に
な
っ
た
長
徳
元

年
（
九
九
五
）
か
ら
道
長
が
亡
く
な
る
万
寿
四
年
（
一
〇
二
七
）
ま
で
を
対
象
と
し
、

そ
の
間
に
史
料
で
確
認
で
き
る
受
領
は
何
人
か
、
そ
の
う
ち
道
長
・
実
資
関
係
者
は
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
9
）

れ
そ
れ
何
人
か
を
調
査
し
た
。
こ
の
表
に
よ
る
と
A
ラ
ン
ク
の
国
の
受
領
総
数
は
九
五

人
で
、
道
長
関
係
者
が
六
〇
人
で
あ
る
の
に
対
し
、
実
資
関
係
者
は
二
六
人
で
あ
る
。

最
も
収
入
の
多
い
A
ラ
ン
ク
の
国
で
は
道
長
関
係
者
は
実
資
関
係
者
の
倍
以
上
も
い
る

の
で
あ
る
。
ま
た
、
B
ラ
ン
ク
の
国
の
受
領
総
数
は
六
六
人
で
、
道
長
関
係
者
が
四
二

人
、
実
資
関
係
者
は
三
三
人
で
あ
る
。
B
ラ
ン
ク
の
国
も
、
A
ラ
ン
ク
の
国
ほ
ど
で
は

七
五



な
い
が
、
や
は
り
道
長
関
係
者
の
方
が
多
い
。
こ
の
よ
う
に
収
入
が
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
国
に
補
任
さ
れ
て
い
る
受
領
の
数
は
、
道
長
関
係

者
が
実
資
関
係
者
を
大
き
く
上
回
っ
て
お
り
、
同
じ
く
高
級
貴
族
に
仕
え
る
受
領
で
も
摂
関
家
に
仕
え
て
い
る
受
領
は
収
入
面
で
優
遇
さ

れ
て
い
た
様
子
を
示
し
て
い
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
一
〇
世
紀
後
期
以
降
受
領
収
入
が
増
大
す
る
に
と
も
な
い
受
領
任
用
の
あ
り
方
が
大
き
く
変
化
す
る
。
摂
関
家
な
ど

高
級
貴
族
に
仕
え
る
者
が
優
先
的
に
受
領
に
任
用
さ
れ
、
受
領
の
多
く
は
彼
ら
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
た
。
ま
た
、
受
領
収
入
の
多
い
国
に

第5表一1　Aランクの国の受領

国名 道長関係者 実資関係者 受領総数

摂　津 8人 4人 14人

近　江 6人 3人 7人

越　前 4人 0人 9人

越　後 6人 3人 8人

但　馬 4人 2人 8人

播　磨 8人 1人 11人

美　作 4人 2人 5人

備　中 8人 4人 8人

讃　岐 4人 2入 7人

伊　予 7人 4人 9人

土　佐 1人 1人 7人

計 60人 26人 93人

第5表一2　Bランクの国の受領

国名 道長関係者 実資関係者 受領総数

尾　張 5人 3人 7人

甲　斐 4人 3人 5人

美　濃 9人 3人 8人

加　賀 2人 3人 5人

丹　波 6人 4人 8人

丹　後 3人 4人 5人

因　幡 5人 3人 7人

周　防 1人 1人 3人

紀　伊 2人 3人 6人

淡　路 5人 6人 10人

計 42人 33人 64人

七
六



は
彼
ら
が
も
っ
ぱ
ら
任
じ
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
、
新
叙
な
ど
一
般
の
受
領
は
、
高
級
貴
族
に
仕
え
る
受
領
の
任
用
が
増
え
、
さ
ら

に
彼
ら
が
収
入
の
多
い
国
を
占
め
た
結
果
、
任
用
さ
れ
に
く
く
な
る
だ
け
で
な
く
、
任
用
さ
れ
た
と
し
て
も
収
入
の
少
な
い
国
し
か
与
え

ら
れ
な
く
な
る
。
つ
ま
り
、
や
や
極
端
に
い
え
ば
、
摂
関
期
に
な
る
と
高
級
貴
族
と
関
係
を
結
ぶ
こ
と
が
で
き
る
か
否
か
、
そ
の
高
級
貴

族
が
権
力
中
枢
に
近
い
か
遠
い
か
に
よ
っ
て
、
受
領
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
、
収
入
の
多
い
国
に
補
任
さ
れ
る
か
ど
う
か
が
決

ま
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
故
に
、
当
時
は
受
領
に
な
る
た
め
に
は
、
そ
し
て
収
入
の
多
い
国
に
任
用
さ
れ
る
た
め
に
は
摂
関
家
以
下
の
高

級
貴
族
に
仕
え
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
不
利
な
立
場
に
置
か
れ
た
一
般
の
受
領
も
い
な
か
っ
た
わ
け
で
は
決
し
て
な
く
、
ま

た
従
属
・
奉
仕
の
程
度
や
内
容
も
一
律
で
は
な
く
さ
ま
ざ
ま
で
あ
っ
た
が
、
摂
関
期
の
受
領
の
多
く
が
高
級
貴
族
に
仕
え
て
い
た
こ
と
は

間
違
い
な
い
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

三
　
中
下
級
貴
族
と
受
領

　
最
後
に
、
本
章
で
は
、
摂
関
期
に
お
い
て
中
下
級
貴
族
の
な
か
で
受
領
が
占
め
る
割
合
は
ど
の
程
度
か
を
考
え
て
み
た
い
と
思
う
。

　
摂
関
期
に
お
け
る
中
下
級
貴
族
の
人
数
、
そ
し
て
そ
の
う
ち
に
受
領
が
占
め
る
割
合
を
直
接
に
示
す
史
料
は
な
い
が
、
藤
原
氏
に
つ
い

て
は
一
つ
だ
け
手
が
か
り
と
な
る
も
の
が
あ
る
。
『
造
興
福
寺
記
』
永
承
二
年
夏
月
一
＝
日
条
で
あ
る
。
永
承
二
年
（
］
〇
四
七
）
は
前

年
火
事
で
焼
け
た
興
福
寺
の
造
営
が
始
ま
っ
た
年
で
、
こ
の
日
中
室
僧
房
作
料
に
充
て
る
た
め
「
藤
氏
諸
大
夫
」
に
対
し
て
知
識
物
の
奉

加
が
上
層
長
者
藤
原
頼
通
に
よ
っ
て
呼
び
か
け
ら
れ
た
。
二
一
日
条
に
は
、
「
二
丈
受
領
」
の
上
等
・
中
等
・
下
等
、
「
旧
吏
」
の
上
等
・

中
等
、
「
諸
司
長
次
宮
及
新
標
輩
」
の
上
等
・
下
等
な
ど
拠
出
者
・
拠
出
額
と
と
も
に
藤
原
氏
四
位
、
五
位
計
三
六
六
名
の
氏
名
が
載
せ

ら
れ
て
い
る
。
こ
の
交
名
は
「
氏
長
者
に
把
握
さ
れ
て
い
た
当
時
の
藤
原
氏
の
五
位
妙
齢
」
の
リ
ス
ト
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
交
名

「
受
領
層
」
に
つ
い
て
（
二
）

七
七



七
八

に
藤
原
氏
五
位
以
上
の
す
べ
て
の
者
が
網
羅
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
年
の
興
福
寺
再
建
が
藤
原
氏
だ
け
で
な
く

国
家
を
あ
げ
て
の
造
営
事
業
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
藤
原
氏
五
位
以
上
の
か
な
り
の
部
分
が
含
ま
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
少

な
ぐ
と
も
、
僧
房
作
料
の
拠
出
が
受
領
中
心
に
な
さ
れ
て
い
る
の
で
、
受
領
に
つ
い
て
は
全
員
列
挙
さ
れ
て
い
る
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

こ
の
史
料
を
使
っ
て
四
、
五
位
の
な
か
で
ど
の
程
度
の
者
が
受
領
に
な
っ
て
い
る
か
を
調
べ
て
み
よ
う
。

　
こ
の
交
名
に
は
名
前
の
下
に
各
種
の
注
記
が
み
ら
れ
る
。
そ
の
う
ち
「
当
任
」
は
現
任
受
領
、
「
去
任
」
は
旧
吏
の
こ
と
で
あ
る
。
「
当

任
」
は
二
八
人
、
「
去
任
」
は
四
八
人
で
、
永
承
二
年
時
の
現
任
受
領
と
そ
れ
以
前
に
受
領
に
な
っ
た
者
の
総
計
は
七
六
人
と
な
る
。
永

承
二
年
現
在
あ
る
い
は
そ
れ
以
前
に
受
領
で
あ
っ
た
者
は
「
当
任
」
「
去
任
」
で
ほ
ぼ
把
握
で
き
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
永
承
二
年
以

降
に
受
領
に
な
っ
た
者
は
ど
の
く
ら
い
い
た
で
あ
ろ
う
か
。
『
国
司
補
任
』
を
詳
細
に
調
べ
て
み
る
と
、
「
当
任
」
「
去
任
」
以
外
に
受
領

で
あ
っ
た
こ
と
が
史
料
上
確
認
で
き
る
者
が
三
〇
人
い
る
。
こ
れ
ら
は
永
承
二
年
以
降
に
受
領
と
な
っ
た
者
た
ち
で
あ
ろ
う
。
で
は
、
永

承
二
年
以
降
に
受
領
と
な
っ
た
者
は
こ
の
三
〇
人
の
他
に
い
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
を
考
え
る
時
に
注
目
さ
れ
る
の
が
『
尊
卑
分
脈
』

に
み
え
る
「
0
0
守
」
と
い
う
注
記
で
あ
る
。
『
尊
卑
分
脈
』
に
は
名
前
の
傍
ら
に
官
職
・
位
階
を
中
心
に
さ
ま
ざ
ま
な
注
記
が
な
さ
れ

て
お
り
、
も
し
こ
の
「
○
○
守
」
と
い
う
注
記
に
信
三
思
が
あ
る
と
す
れ
ば
先
の
三
〇
人
以
外
に
受
領
と
な
っ
た
者
が
い
た
か
ど
う
か
を

知
る
上
で
の
重
要
な
手
が
か
り
と
な
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
1
）

　
そ
こ
で
、
＝
世
紀
前
半
の
受
領
に
つ
い
て
『
尊
卑
分
脈
』
の
注
記
を
調
べ
て
み
る
と
次
の
よ
う
な
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　
①
二
世
紀
前
半
の
受
領
三
五
四
人
の
う
ち
『
尊
卑
分
脈
』
に
名
前
が
み
え
る
者
は
二
四
〇
人
、
名
前
が
み
え
な
い
者
は
＝
四
人

　
　
い
る
。
名
前
が
み
え
る
者
二
四
〇
人
の
う
ち
、
注
記
に
「
河
内
守
」
「
山
城
尾
張
遠
江
等
守
」
な
ど
と
あ
り
、
受
領
で
あ
っ
た
と
さ

　
　
れ
て
い
る
者
は
二
一
〇
人
い
る
。
つ
ま
り
、
受
領
で
あ
っ
た
者
は
た
い
て
い
の
場
合
『
尊
卑
分
脈
』
に
そ
の
旨
が
注
記
さ
れ
て
い
る

　
　
と
い
え
よ
う
。
た
だ
し
、
受
領
を
経
て
公
卿
に
な
っ
た
者
は
受
領
で
あ
っ
た
こ
と
が
注
記
さ
れ
て
い
な
い
場
合
が
多
い
。
一
〇
世
紀



　
　
か
ら
↓
二
世
紀
に
受
領
を
経
て
公
卿
に
な
っ
た
者
一
五
〇
人
余
り
に
つ
い
て
調
べ
て
み
る
と
、
「
○
○
守
」
と
い
っ
た
注
記
が
あ
る

　
　
者
よ
り
も
な
い
者
の
方
が
多
い
。
従
っ
て
、
受
領
に
な
っ
た
者
で
『
尊
卑
分
脈
』
に
み
え
る
者
は
、
中
下
級
貴
族
は
た
い
て
い
の
場

　
　
合
「
○
○
守
」
な
ど
の
注
記
が
あ
る
が
、
公
卿
に
な
っ
た
者
に
つ
い
て
は
む
し
ろ
そ
う
し
た
注
記
が
な
い
者
の
方
が
多
い
。

　
②
『
尊
卑
分
脈
』
の
受
領
に
関
す
る
注
記
に
は
、
「
河
内
守
」
の
よ
う
に
国
名
が
一
つ
だ
け
の
場
合
と
、
「
山
城
尾
張
遠
江
等
守
」
の

　
　
よ
う
に
国
名
が
複
数
の
場
合
と
が
あ
る
。
し
か
し
、
前
者
は
必
ず
し
も
任
国
が
一
つ
で
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。

　
　
『
尊
卑
分
脈
』
に
名
前
が
み
え
る
＝
世
紀
前
半
の
受
領
の
う
ち
、
注
記
の
国
名
が
一
つ
だ
け
の
者
は
一
四
〇
人
い
る
が
、
こ
れ
ら

　
　
に
つ
い
て
実
際
の
任
国
を
調
べ
て
み
る
と
、
史
料
で
一
か
国
し
か
確
認
で
き
な
い
者
が
八
六
人
な
の
に
対
し
、
二
か
国
以
上
確
認
で

　
　
き
る
者
が
五
四
人
い
る
。
故
に
、
国
名
が
一
つ
し
か
注
記
さ
れ
て
い
な
く
と
も
実
際
に
は
二
か
国
以
上
歴
任
し
た
者
も
数
多
く
い
た

　
　
の
で
あ
る
。
な
お
、
こ
う
し
た
受
領
の
場
合
注
記
の
国
名
は
最
終
の
任
国
で
あ
る
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
国
名
が
二
か
国
以
上

　
　
注
記
さ
れ
て
い
る
者
は
た
い
て
い
の
場
合
史
料
上
で
も
複
数
国
を
歴
任
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
た
だ
、
注
記
の
国
の
順
序
は
現

　
　
実
の
任
国
順
と
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
。

　
こ
の
よ
う
に
中
下
級
貴
族
で
受
領
だ
っ
た
者
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
に
「
○
○
守
」
な
ど
の
注
記
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
故
に
、
こ
う
し

た
こ
と
か
ら
す
る
と
、
「
○
○
守
」
と
い
う
注
記
が
あ
る
場
合
は
そ
の
者
が
受
領
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
と
い
え
よ
う
。
「
当
任
」
二
八

人
、
「
去
任
」
四
八
人
、
こ
の
他
の
受
領
で
あ
っ
た
こ
と
が
史
料
上
確
認
で
き
る
者
三
〇
人
を
除
き
、
こ
の
交
名
に
は
『
尊
卑
分
脈
』
に

「
○
○
守
」
と
い
っ
た
注
記
の
み
え
る
者
が
二
一
二
人
い
る
。
こ
の
二
三
人
も
ま
た
受
領
で
あ
っ
た
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
う
す
る

と
三
六
六
人
の
う
ち
一
二
九
人
は
受
領
で
あ
っ
た
と
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
『
尊
卑
分
脈
』
に
名
前
が
み
え
る
者
に
つ
い
て
は
受
領
で
あ
っ
た
か
否
か
が
あ
る
程
度
は
推
測
で
き
る
の
だ
が
、
問

題
は
『
尊
卑
分
脈
』
に
名
前
が
み
え
な
い
者
の
な
か
に
受
領
が
い
た
か
ど
う
か
で
あ
る
。
『
尊
卑
分
脈
』
に
は
名
前
が
み
え
な
い
者
が
こ

「
受
領
層
」
に
つ
い
て
（
二
）

七
九



八
0

の
交
名
に
は
約
半
数
の
〕
七
八
人
い
る
。
そ
こ
で
＝
世
紀
前
半
の
受
領
を
調
べ
て
み
る
と
、
藤
原
氏
の
受
領
は
一
四
〇
人
お
り
、
こ
の

う
ち
＝
二
〇
人
は
『
尊
卑
文
脈
』
に
名
前
が
み
え
、
み
え
な
い
の
は
一
〇
人
だ
け
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
藤
原
氏
に
お
い
て
は
一
一
世
紀
前

半
の
受
領
は
ほ
と
ん
ど
が
『
尊
卑
分
脈
』
に
名
前
が
み
え
る
わ
け
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
逆
に
い
う
と
『
尊
卑
分
脈
』
に
名
前
が
み
え
な

い
者
は
受
領
で
な
か
っ
た
可
能
性
が
高
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
『
尊
卑
分
脈
』
に
名
前
が
み
え
な
い
一
七
八
人
に
は
受
領
は

ほ
と
ん
ど
い
な
い
か
、
い
た
と
し
て
も
ご
く
少
数
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
、
や
や
込
み
入
っ
た
考
察
を
行
っ
て
き
た
が
、
結
局
の
と
こ
ろ
交
名
に
み
え
る
三
六
六
人
の
う
ち
受
領
に
な
っ
た
者
は
三
分
の
一

余
り
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
．
交
名
に
み
え
な
い
藤
原
氏
四
位
、
五
位
の
者
が
ど
の
く
ら
い
い
た
か
は
不
明
だ
が
、
先
述
し
た
よ
う
に
そ

の
数
は
さ
ほ
ど
多
く
な
く
、
ま
た
そ
の
中
に
は
受
領
は
い
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
故
に
、
憶
測
に
憶
測
を
重
ね
る
結
果
と
な
っ
た
が
、

藤
原
氏
四
位
・
五
位
の
う
ち
受
領
に
な
っ
た
者
は
だ
い
た
い
三
分
の
一
程
度
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
藤
原
氏
四
位
・
五
位
の
中
で
受
領
に
な
っ
た
者
が
ど
の
程
度
い
る
の
か
を
み
て
き
た
が
、
藤
原
氏
以
外
に
つ
い
て
は
残
念
な
が
ら
不
明

と
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
仮
に
藤
原
氏
と
同
じ
く
受
領
の
占
め
る
割
合
が
約
三
分
の
一
だ
っ
た
と
し
て
、
次
に
、
当
時
に
お
け
る
高
級
貴
族

と
中
下
級
貴
族
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
を
行
っ
て
み
た
い
。
す
な
わ
ち
、
前
章
で
受
領
の
多
く
が
高
級
貴
族
と
従
属
・
奉
仕
関
係
に
あ
っ

た
と
し
た
が
、
そ
う
し
た
こ
と
が
中
下
級
貴
族
全
般
に
つ
い
て
も
い
え
る
か
ど
う
か
で
あ
る
。

　
当
時
の
上
級
貴
族
で
家
司
や
家
人
な
ど
本
主
と
従
属
・
奉
仕
関
係
に
あ
っ
た
者
の
構
成
が
よ
く
わ
か
る
の
が
『
小
右
記
』
を
残
し
た
藤

原
実
資
で
あ
る
。
藤
原
実
資
の
家
司
・
家
人
に
つ
い
て
研
究
さ
れ
た
渡
辺
直
彦
氏
は
、
家
司
に
つ
い
て
は
、
「
家
司
は
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

で
、
本
主
に
対
し
て
勤
番
を
励
む
が
、
そ
の
恪
勤
は
彼
等
へ
の
給
爵
・
給
官
の
申
請
・
推
挙
な
ど
の
形
で
還
元
さ
れ
る
。
い
わ
ば
彼
等
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
2
）

芳
志
・
早
業
に
対
す
る
本
主
の
反
対
給
付
と
見
倣
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
」
と
さ
れ
、
ま
た
家
人
に
つ
い
て
は
、
彼
ら
が
本
主
に
対
し
て

受
領
貢
物
、
五
節
経
営
料
の
進
上
、
本
主
の
公
事
輔
佐
な
ど
経
済
・
倫
理
両
面
に
わ
た
る
「
芳
志
」
を
致
す
の
に
対
し
、



　
　
本
主
は
こ
う
し
た
家
人
の
「
芳
志
」
に
対
し
、
「
微
志
」
を
も
っ
て
答
え
る
の
が
普
通
で
あ
っ
た
。
本
主
の
微
志
も
亦
、
様
々
な
形

　
で
表
わ
さ
れ
る
が
、
そ
の
中
で
は
、
家
人
の
「
冥
官
」
推
挙
が
注
目
さ
れ
よ
う
。
受
領
挙
冊
を
進
め
る
前
に
、
あ
ら
か
じ
め
摂
関
の
内

　
諾
を
と
り
、
県
召
除
目
で
受
領
に
任
ず
る
わ
け
で
あ
る
。
赴
任
の
罷
申
に
、
饒
を
賜
う
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
こ
の
家
人
へ
の
「
給

　
官
」
は
、
既
述
の
受
領
貢
物
と
な
っ
て
、
本
主
に
還
元
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
（
5
3
）

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
本
主
と
家
司
や
家
人
の
関
係
は
相
互
の
「
志
」
を
媒
介
と
し
て
成
立
し
て
い
た
の
だ
が
、
家
司
や
家

人
が
四
位
、
五
位
で
あ
る
場
合
、
本
主
に
最
も
期
待
す
る
「
志
」
が
受
領
へ
の
推
挙
で
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
本
・
王
に
と
っ

て
も
大
き
な
経
済
的
奉
仕
が
期
待
で
き
る
の
で
、
本
主
の
側
も
可
能
な
限
り
家
司
や
家
人
を
受
領
に
し
ょ
う
と
し
た
は
ず
で
あ
る
。

　
家
司
や
家
人
が
四
位
、
五
位
で
あ
る
場
合
は
本
人
と
本
主
の
関
係
は
受
領
へ
の
推
挙
・
補
任
を
媒
介
と
す
る
場
合
が
多
い
こ
と
を
述
べ

た
が
、
次
に
そ
れ
ら
の
人
数
を
具
体
的
に
調
べ
て
み
よ
う
。
家
司
や
家
人
な
ど
と
し
て
実
話
に
仕
え
て
い
た
者
に
つ
い
て
は
渡
辺
直
彦
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
馴
）

や
告
井
幸
男
が
詳
細
に
調
査
さ
れ
て
お
り
、
約
一
五
〇
人
の
氏
名
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
五
位
以
上
の
者
は
約
言
〇
人
お

り
、
そ
の
な
か
で
受
領
に
な
っ
た
者
の
割
合
を
調
べ
て
み
る
と
、
約
三
分
の
二
が
受
領
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
つ
ま
り
、
実
資

に
仕
え
て
い
る
中
下
級
貴
族
の
う
ち
の
大
半
が
や
は
り
受
領
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
故
に
、
も
し
こ
の
こ
と
が
一
般
化
で
き
る
な
ら

（
5
5
）
ば
、
高
級
貴
族
と
従
属
・
奉
仕
関
係
に
あ
っ
た
中
下
級
貴
族
の
多
く
は
受
領
に
な
っ
て
お
り
、
受
領
で
な
い
者
は
少
な
か
っ
た
と
す
る
こ

と
が
で
き
よ
う
。
そ
う
す
る
と
、
中
下
級
貴
族
の
な
か
で
受
領
が
占
め
る
割
合
が
約
三
分
の
一
だ
っ
た
と
す
れ
ば
、
受
領
の
多
く
が
高
級

貴
族
に
仕
え
て
い
た
と
し
て
も
、
中
下
級
貴
族
全
体
で
は
高
級
貴
族
と
従
属
・
奉
仕
関
係
に
あ
っ
た
者
の
割
合
は
半
分
以
下
か
せ
い
ぜ
い

半
分
程
度
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
少
な
く
と
も
、
大
多
数
の
中
下
級
貴
族
が
高
級
貴
族
に
仕
え
て
い
た
と
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
ろ
う
。

「
受
領
層
」
に
つ
い
て
（
二
）

八
一



八
二

お
　
わ
　
り
　
に

　
本
稿
は
↓
O
l
一
二
世
紀
の
受
領
に
階
層
や
地
位
・
身
分
の
面
で
共
通
項
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
を
検
討
し
た
も
の
で

あ
る
。
本
論
で
述
べ
た
こ
と
を
以
下
に
ま
と
め
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

　
受
領
に
補
任
さ
れ
た
者
の
階
層
は
、
一
二
世
紀
に
つ
い
て
は
ほ
ぼ
四
、
五
位
の
中
下
級
貴
族
層
に
限
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
時
期
の
受
領

に
は
階
層
面
で
共
通
性
が
あ
る
と
い
え
る
。
し
か
し
、
一
〇
世
紀
は
公
卿
の
約
三
分
の
一
、
一
二
世
紀
は
約
二
分
の
一
が
受
領
経
験
者
な

の
で
、
一
〇
、
一
二
世
紀
に
は
階
層
面
で
共
通
性
を
見
い
だ
す
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

　
次
に
、
地
位
・
身
分
の
面
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
受
領
が
高
級
貴
族
と
従
属
・
奉
仕
関
係
に
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
そ

の
結
果
、
一
〇
世
紀
後
期
以
降
受
領
収
入
が
増
え
る
に
と
も
な
い
、
受
領
の
大
半
は
な
ん
ら
か
の
か
た
ち
で
高
級
貴
族
に
仕
、
え
て
い
た
こ

と
が
わ
か
っ
た
。
故
に
、
そ
の
形
態
や
内
容
は
さ
ま
ざ
ま
だ
が
、
］
○
世
紀
後
期
以
降
の
受
領
は
高
級
貴
族
に
従
属
・
奉
仕
し
て
い
た
と

い
う
点
で
共
通
性
が
あ
る
と
い
え
る
。

　
し
か
し
、
一
一
世
紀
前
半
の
藤
原
氏
の
場
合
、
受
領
が
四
位
、
五
位
の
な
か
で
占
め
る
割
合
は
三
分
の
一
程
度
で
あ
り
、
ま
た
高
級
貴

族
に
仕
え
か
つ
受
領
で
な
い
者
は
少
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
中
下
級
貴
族
層
全
体
を
高
級
貴
族
に
従
属
．
奉
仕
す
る
存
在
と
位

置
づ
け
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

　
最
後
に
、
本
論
で
述
べ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
↓
O
l
一
二
世
紀
の
中
下
級
貴
族
層
を
「
受
領
層
」
と
呼
ぶ
こ
と
が
適
当
か
ど
う
か
を
考

え
て
み
た
い
。
ま
ず
、
「
受
領
層
」
と
い
う
用
語
に
つ
い
て
だ
が
、
「
層
」
と
あ
る
の
で
受
領
に
補
任
さ
れ
た
者
が
属
す
る
階
層
を
意
味
す

る
も
の
と
す
べ
き
で
あ
ろ
（
施
。
単
に
受
領
に
な
っ
た
者
た
ち
、
受
領
集
団
を
指
す
だ
け
な
ら
、
「
受
領
群
」
な
ど
と
呼
べ
ば
い
い
わ
け
で

あ
る
か
ら
、
「
受
領
層
」
と
す
る
以
上
は
や
は
り
受
領
の
階
層
を
表
し
て
い
る
と
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
点
で
こ
れ
ま
で
の
「
受
領
層
」



の
使
用
方
法
に
は
や
や
あ
い
ま
い
な
と
こ
ろ
が
あ
り
、
「
受
領
層
」
が
「
受
領
群
」
の
意
で
使
わ
れ
る
場
合
が
し
ば
し
ば
み
う
け
ら
れ
る

よ
う
に
思
う
。
し
か
し
、
「
受
領
層
」
は
あ
く
ま
で
受
領
が
所
属
す
る
階
層
を
意
味
す
る
用
語
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

そ
う
す
る
と
一
〇
世
紀
と
＝
一
世
紀
に
お
い
て
は
必
ず
し
も
受
領
1
1
中
下
級
貴
族
で
は
な
く
、
階
層
面
で
共
通
性
が
あ
る
の
は
＝
世
紀

の
み
な
の
で
、
中
下
級
貴
族
層
を
「
受
領
層
」
と
呼
び
う
る
の
は
一
一
世
紀
だ
け
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
一
一
世
紀
に
お
い
て
は
受
領
を
経
て
公
卿
に
な
る
者
は
ご
く
わ
ず
か
で
、
受
領
の
ほ
と
ん
ど
は
四
、
五
位
止
ま
り
の
中
下
級
貴
族
で
あ
っ

た
。
ま
た
、
ポ
ス
ト
の
数
が
六
〇
余
り
あ
り
、
任
期
は
四
年
（
一
部
は
五
年
）
な
の
で
、
か
な
り
の
数
の
者
が
受
領
に
な
っ
て
い
た
と
考

え
ら
れ
る
。
先
に
み
た
よ
う
に
中
下
級
貴
族
層
の
約
三
分
の
一
が
受
領
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
こ
れ
ほ
ど
の
数
の
者
が
就
い
た
ポ
ス
ト
は

他
に
は
な
い
と
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
多
く
の
収
入
が
得
ら
れ
る
受
領
の
ポ
ス
ト
は
中
下
級
貴
族
な
ら
誰
し
も
が
望
む
も
の
で

あ
っ
た
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
受
領
は
当
時
の
中
下
級
貴
族
を
い
わ
ば
代
表
す
る
ポ
ス
ト
で
あ
り
、
従
っ
て
中
下
級
貴
族
層
を

「
受
領
層
」
と
称
す
る
こ
と
も
あ
な
が
ち
不
当
な
こ
と
で
は
な
い
。

　
し
か
し
、
人
数
面
に
つ
い
て
い
え
ば
、
中
下
級
貴
族
の
約
三
分
の
一
が
受
領
で
あ
っ
た
と
す
る
と
、
こ
れ
は
逆
に
い
う
と
過
半
数
の
者

は
受
領
に
な
っ
て
い
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
つ
ま
り
、
中
下
級
貴
族
で
は
受
領
に
な
っ
て
い
る
者
よ
り
も
な
っ
て
い
な
い
者
の
方
が
多

い
の
で
あ
る
。
故
に
、
過
半
数
を
越
え
て
い
る
な
ら
と
も
か
く
、
受
領
に
な
っ
た
者
が
中
下
級
貴
族
全
体
の
約
三
分
の
一
で
あ
っ
た
と
す

る
と
、
中
下
級
貴
族
層
を
「
受
領
層
」
と
呼
ぶ
の
は
や
は
り
問
題
が
多
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
中
下
級
貴
族
層
を
「
受
領
層
」

と
い
え
る
の
は
一
一
世
紀
の
み
で
あ
り
、
そ
の
前
後
の
時
代
は
必
ず
し
も
そ
う
と
は
い
え
な
い
。
従
っ
て
、
そ
う
し
た
使
用
時
期
が
限
ら

れ
る
用
語
を
あ
え
て
使
用
す
る
必
要
も
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
い
え
ば
、
受
領
と
い
う
と
「
あ
け
く
れ
ひ
ざ
ま
一
、
つ
き

あ
り
く
物
」
（
『
か
げ
ろ
ふ
日
記
』
）
、
す
な
わ
ち
高
級
貴
族
に
仕
え
る
者
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
。
一
〇
世
紀
後
期
以
降
の
受
領
の
大
半

は
実
際
そ
の
通
り
な
の
だ
が
、
中
下
級
貴
族
の
す
べ
て
が
高
級
貴
族
に
仕
え
て
い
．
た
の
で
は
な
い
。
故
に
、
中
下
級
貴
族
層
を
「
受
領
層
」

「
受
領
層
」
に
つ
い
て
（
二
）

入
三



八
四

と
称
す
る
と
、
そ
う
し
た
誤
解
が
生
じ
る
恐
れ
も
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

　
こ
の
よ
う
に
、
受
領
は
中
下
級
貴
族
を
代
表
す
る
ポ
ス
ト
で
あ
り
、
一
一
世
紀
に
つ
い
て
は
中
下
級
貴
族
層
を
「
受
領
層
」
と
称
す
る

こ
と
は
決
し
て
不
当
な
こ
と
で
は
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
問
題
点
も
少
な
か
ら
ず
存
在
し
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
従
っ
て
、

中
下
級
貴
族
層
を
あ
え
て
「
受
領
層
」
と
呼
ぶ
必
要
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
註

（
3
2
）
　
以
下
で
は
公
卿
口
上
級
貴
族
と
、
上
皇
、
女
院
、
東
宮
、
中
宮
な
ど
上
級
貴
族
に
準
ず
る
地
位
に
あ
る
者
を
あ
わ
せ
て
高
級
貴
族
と
称
す
る
こ
と
に
す

　
　
る
。

（
3
3
）
　
玉
井
力
「
受
領
合
結
に
つ
い
て
」
（
同
注
（
3
）
前
掲
書
、
初
出
は
一
九
八
一
年
）
。
な
お
、
一
〇
世
紀
は
じ
め
の
新
叙
に
は
大
蔵
丞
・
織
部
正
も
あ
っ

　
た
。

（
3
4
）
　
『
本
朝
文
粋
』
巻
第
六
。

（
3
5
）
　
『
古
今
和
歌
集
目
録
』
。

（
3
6
）
　
『
本
朝
文
粋
』
巻
第
六
。

（
3
7
）
　
平
々
盛
等
奏
状
に
は
最
後
に
成
功
に
よ
る
受
領
任
用
の
こ
と
が
み
え
る
が
、
こ
れ
は
後
述
す
る
よ
う
に
一
〇
世
紀
後
期
以
降
に
は
じ
ま
る
も
の
で
あ
る
。

（
3
8
）
宇
多
院
分
に
よ
り
延
喜
八
年
（
九
〇
八
）
に
源
恵
が
信
濃
守
に
、
延
喜
一
八
年
に
高
幡
利
春
が
武
蔵
守
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
（
『
古
今
和
歌
集
目
録
』
）
。

　
院
分
は
そ
の
後
も
続
く
が
、
院
政
期
ま
で
は
さ
ほ
ど
多
く
は
な
い
。
院
分
に
つ
い
て
は
菊
池
紳
一
「
「
高
分
」
の
成
立
と
変
遷
」
（
『
国
史
学
』
一
二
八
、

　
　
九
八
六
年
）
が
詳
し
い
。

（
3
9
V
　
拙
稿
「
受
領
考
課
制
度
の
変
容
」
（
同
『
受
領
制
の
研
究
』
、
塙
童
旦
房
、
二
〇
〇
四
年
置
初
出
は
一
九
九
七
年
）
。

（
4
0
）
　
玉
井
力
注
（
3
3
）
前
掲
論
文
。

（
4
1
）
　
注
（
3
9
）
拙
稿
。



（
4
2
）
　
管
見
に
よ
れ
ば
＝
世
紀
前
半
に
お
い
て
諸
国
の
受
領
氏
名
が
最
も
よ
く
わ
か
る
の
が
こ
の
年
で
あ
る
。

（
4
3
）
　
藤
原
公
業
の
亀
有
国
は
当
家
家
司
、
兄
の
広
業
も
道
長
家
司
で
あ
る
。
ま
た
、
当
時
は
藤
原
保
昌
の
よ
う
に
諸
家
兼
参
の
者
が
多
か
っ
た
。
こ
う
し
た

　
　
点
に
つ
い
て
は
、
告
井
幸
男
「
摂
関
期
貴
族
階
級
の
社
会
構
造
」
（
同
『
摂
関
期
貴
族
社
会
の
研
究
』
、
塙
暴
馬
房
、
二
〇
〇
五
年
目
が
詳
し
い
。

（
4
4
）
　
拙
稿
（
3
9
）
。

（
4
5
）
　
玉
井
力
注
（
3
3
）
前
掲
論
文
。

（
4
6
）
　
拙
稿
「
院
政
期
に
お
け
る
家
司
受
領
と
院
司
受
領
」
（
同
盟
（
3
9
）
前
掲
書
、
初
出
は
一
九
九
八
年
）
。
な
お
、
こ
の
ラ
ン
キ
ン
グ
は
あ
く
ま
で
院
政
期

　
　
の
も
の
だ
が
、
摂
関
期
に
お
い
て
も
大
体
に
お
い
て
あ
て
は
ま
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
4
7
）
　
新
叙
な
ど
一
般
の
受
領
は
再
任
さ
れ
る
こ
と
も
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
当
時
受
領
の
ポ
ス
ト
は
コ
生
一
度
之
官
栄
」
（
『
本
朝
文
亀
』
巻
第
六
天
延
二

　
　
年
一
二
月
一
七
日
奏
状
）
と
さ
れ
、
複
数
の
国
の
受
領
に
な
る
こ
と
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
高
級
貴
族
に
仕
え
る
受
領
は
複
数
の
国

　
　
に
補
任
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
く
な
く
、
道
長
・
頼
通
の
家
司
受
領
の
場
合
な
ど
は
家
司
受
領
四
六
人
の
う
ち
二
か
国
以
上
歴
任
し
た
者
が
三
六
人
、
三
か

　
　
国
以
上
歴
任
し
た
者
が
二
五
人
も
い
る
。
一
方
、
一
〇
．
世
紀
後
期
以
降
外
記
巡
に
よ
り
受
領
と
な
っ
た
者
二
九
人
を
調
べ
て
み
る
と
、
複
数
の
国
の
受
領

　
　
に
な
っ
た
の
は
五
人
だ
け
で
、
あ
と
の
二
四
人
は
再
任
し
た
こ
と
を
史
料
上
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
つ
ま
り
、
外
記
巡
に
よ
っ
て
受
領
と
な
っ
た

　
　
者
は
ほ
と
ん
ど
が
一
か
国
の
受
領
し
か
つ
と
め
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
外
記
か
ら
受
領
に
な
っ
た
者
は
一
〇
世
紀
前
・
中
期
に
お
い
て
も
再

　
　
任
が
確
認
で
き
る
の
は
数
人
で
あ
り
、
再
任
数
自
体
に
は
あ
ま
り
変
化
は
な
い
。
た
だ
、
注
目
さ
れ
る
の
は
一
〇
世
紀
後
期
以
降
再
任
さ
れ
た
五
人
の
う

　
　
ち
四
人
が
高
級
貴
族
の
関
係
者
だ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
外
記
に
お
い
て
も
ぞ
う
し
た
者
で
な
い
と
再
任
さ
れ
に
く
く
な
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
り
、

　
　
こ
う
し
た
と
こ
ろ
に
も
高
級
貴
族
関
係
者
が
優
遇
さ
れ
て
い
る
様
子
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

（
4
8
）
　
こ
こ
で
院
政
期
の
状
況
に
つ
い
て
簡
単
に
み
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。
院
政
期
に
な
る
と
「
上
越
国
定
曲
事
」
（
『
中
右
記
』
大
治
四
年
七
月
｝
五
日
条

　
裏
書
）
と
さ
れ
る
よ
う
に
院
司
受
領
の
数
が
増
え
、
し
か
も
収
入
の
多
い
大
国
・
熟
覧
に
彼
ら
が
次
々
と
任
じ
ら
れ
た
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
ま

　
　
た
、
摂
関
家
家
司
受
領
も
数
は
大
幅
に
減
少
し
た
が
一
定
数
は
存
在
し
た
。
従
っ
て
、
摂
関
期
と
同
様
受
領
の
大
半
は
高
級
貴
族
と
従
属
・
奉
仕
関
係
に

　
　
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
白
河
院
政
最
末
年
の
大
治
四
年
（
＝
二
九
）
を
例
に
と
る
と
、
こ
の
年
は
五
五
か
国
の
受
領
の
氏
名
が
確
認
・
推
定
で
き
る
が
、

　
　
こ
の
う
ち
四
九
人
が
高
級
貴
族
関
係
者
で
あ
る
。
［
方
、
新
叙
は
叙
爵
後
の
待
機
期
間
が
さ
ら
に
長
く
な
り
、
二
〇
年
を
越
え
る
こ
と
が
普
通
に
な
る
（
玉

「
受
領
層
」
に
つ
い
て
（
二
）

八
五
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井
力
注
（
3
3
）
前
掲
論
文
）
。
ま
た
、
院
政
期
に
な
る
と
受
領
功
過
定
が
形
骸
化
し
て
、
旧
吏
に
対
す
る
任
期
中
の
業
績
評
定
は
な
さ
れ
な
く
な
っ
た
（
拙

　
　
稿
「
受
領
考
課
制
度
の
解
体
」
、
補
注
（
3
9
）
前
掲
書
、
初
出
は
一
九
九
七
年
）
。
こ
う
し
た
結
果
、
コ
公
家
被
二
抽
賞
一
覧
」
（
『
長
秋
記
』
天
承
元
年
正
月
二

　
　
二
日
条
）
で
あ
っ
た
任
中
公
文
者
で
す
ら
二
〇
年
以
上
待
た
な
い
と
再
任
さ
れ
な
い
と
い
う
状
況
と
な
る
（
玉
井
力
注
（
3
3
）
前
掲
論
文
）
。
こ
の
よ
う
に

　
　
院
政
期
に
な
る
と
高
級
貴
族
に
関
係
の
な
い
者
は
摂
関
期
よ
り
も
さ
ら
に
不
利
な
条
件
下
に
置
か
れ
た
の
で
あ
る
。

（
4
9
）
　
道
長
・
実
資
の
両
方
に
関
係
す
る
受
領
は
そ
れ
ぞ
れ
一
人
に
数
え
た
。

（
5
0
）
　
佐
藤
圭
「
永
承
二
（
一
〇
四
七
）
年
に
お
け
る
五
位
以
上
の
藤
原
氏
の
構
成
」
（
『
年
報
中
世
史
研
究
』
八
、
一
九
八
三
年
）
。
以
下
、
こ
の
史
料
に
つ
い

　
　
て
は
佐
藤
論
文
を
参
照
し
た
。

（
5
1
）
　
一
一
世
紀
前
半
に
は
じ
め
て
受
領
に
補
任
さ
れ
た
者
を
以
下
で
は
「
一
一
世
紀
前
半
の
受
領
」
と
よ
ぶ
こ
と
に
す
る
（
補
任
年
は
不
明
だ
が
一
一
世
紀

　
　
前
半
に
は
じ
め
て
史
料
上
に
み
え
る
者
を
含
む
）
。

（
5
2
）
　
渡
辺
直
彦
「
藤
原
実
資
家
「
家
司
」
の
研
究
」
（
同
『
日
本
古
代
官
位
制
度
の
基
礎
的
研
究
』
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
二
年
）
。

（
5
3
）
　
渡
辺
直
彦
注
（
5
2
）
前
掲
論
文
。

（
5
4
）
　
渡
辺
直
彦
注
（
5
2
）
前
掲
論
文
、
告
井
幸
男
注
（
4
3
）
前
掲
論
文
。

（
5
5
）
　
藤
原
道
長
・
頼
通
に
は
家
司
・
職
事
な
ど
四
位
、
五
位
の
家
政
職
員
が
四
九
人
い
る
が
、
そ
の
う
ち
約
九
割
の
四
五
人
が
受
領
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

　
　
そ
の
他
の
道
長
関
係
者
も
ほ
と
ん
ど
が
受
領
に
な
っ
て
い
る
。
権
力
の
中
枢
に
い
る
摂
関
家
の
場
合
は
や
は
り
受
領
に
な
っ
て
い
る
者
の
割
合
が
き
わ
め

　
　
て
大
き
い
。
実
話
も
大
臣
に
は
な
っ
て
い
る
が
、
第
二
章
で
み
た
よ
う
に
道
長
と
実
資
の
関
係
者
の
任
国
に
は
大
き
な
格
差
が
あ
る
な
ど
、
摂
関
家
よ
り

　
　
は
む
し
ろ
一
般
の
上
級
貴
族
に
近
い
存
在
と
い
え
よ
う
。
故
に
実
資
の
事
例
を
｝
般
化
し
て
も
さ
ほ
ど
大
き
な
誤
り
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

（
5
6
）
最
初
に
み
た
よ
う
に
、
辞
書
で
も
「
受
領
に
任
命
さ
れ
る
資
格
を
も
つ
階
層
」
、
「
受
領
に
任
命
さ
乳
る
階
層
」
と
さ
れ
て
い
る
。


